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持続可能な発展と自然・人間一西洋と東洋の対話から新しいエコ・フィロソフィを求めて一
研究発表
環境問題と共同体の再生
茨城大学 Jeffrey　Clark
「あなたはどこに住んでいますか、何をしていますか　どんなっながりがありますか正しいっながりで
すか一あなたの水はどこにありますか。自分の庭をよく知りなさい．自分の真理を述べる時です．あなた
の共同体を作りなさい。互いに親切にしなさい、自分の外に指導者を探してはなりませんtt」一ホビ族の
長老
　温暖化をはじめさまざまな形で地球と人類が悪循環に陥っている一多分、悪循環から抜ける知識と経済
力は十分にあるが、勇気と意志と先見の明が足りない。ヘゲモニー（世界支配権）を狙う権力争いに巻き
込まれた人間社会は、中庸から離れ、自らのコースを直す能力をなくしてしまった。（例：現在、アメリカ
のエネルギー消費の84％は化石燃料．：オバマ政府σ）グリーンエネルギー企画の下で、それは2030年に82％，
となる．）
　もちろん、悪循環の結果に取り組む努力がたくさんあって、そのような努力がなければさらに重大な状
態となるであろう。しかし、善循環を創る努力がいっそう必要である。これはサバイバルの問題というよ
りも、代替社会　（alternative　society）を創造するという積極的な意味がある。
　代替社会を創る一つの出発点は食べ物を考えることである／t「私が食べているこの食品は、どのようにし
てここに来た？」例えば、タイから輸入するエビは値段が安いが、その生産には大量の環境破壊とノ確躁
網が伴う、環境、経済、健康の面から食べ物の産業化の結果を考える時である。
　思考から活動へ。日本有機農業研究会は早くからCSA（地域に支えられた農業）を始めた，農産物の「生
産者と消費者の提携」の下で消費者は不作などのリスクも作業も分担する。市民農園で地域の人々が自家
1膿用の離物を作る。Co㎜u晦一suppOrted　agricultUreとcommunity　gardenとし・瑛語で分かるように、
食べ物を中心とした活動は共同精神の苗床である。
　現在のfood　systemの有害性に関して意識が高まり、有機農法や地元の農産物を重要視する代替foOd
systemを築く努力が±曽えている。アメリカの小学校で生徒が農園を設計し、苗床から皿洗いやコンポスト
作りまでのあらゆる段階の「農作業」に参加する。教室内の抽象的な説明よりも、このような具体的な体
験は、自然の因果関係の意識や平等精神・共同精神の種を、階級や人種を問わず、すべての子供達の心に
植え付ける。
もちろん、IEしいfoOd　systemという概念には、正しい食べ方も含まれる。現在の食品加工は非常に高度
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東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究　VbL4　別冊　シンポジウム・講演会・セミナー編
な知識と技術により、頭脳の報酬系を利用して食欲をそそる。その誘惑に抵抗するために教育と自律が必
要である・また、食べる時に食べろことに集中することも正しい食べ方の一’面であり、「正念」の実践であ
る．テレビを消すと、家庭が互いに話し合う共同体になる可能性が増える，
　インドから日本まで食餌療法はアジアの伝統医学の重要な一部である一（1990年代までアメリカの大学
医学部には栄養学講座はなかった．）伝統医学は、近代医学に無視される精妙なエネルギーを考慮に入れる
からである．たとえ伝統医学をそのまま受け入れなくても、アーユルヴェーダや五行思想を参考にして、
予防を中心とする代替医学の土台を敷く必要がある一また、自閉症などの治りにくい「現代病」のために
食餌療法には効果があるという証拠がある。
　昔から世界の共同体はほとんど、食べ物の生産が中心であった　人間と人間の、また人間と自然のつな
がりは農作業・林業・漁業と密接な関係があった。私たち人間はみんな母なる大地の子供であり、農作業
に頼り食べ物を必要とする面において皆は同じである．また、人の協力および自然の協力がなければ、食
べ物の生産があり得ない。食料品の健全な生産体系は協力と共同作業と離せないし、すべては代替社会の
基盤となる，
「危険を冒さなければ、傷を付けられることができない。傷を付けられる弱い面　（vuhnerability）がなけ
れば、共同体があり得ないt／そして、共同体がなければ、平和がないし、結局、生命もなかろう。」－M・
スコット・ヘック（キリスト教徒の精神科医）
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